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 絆   
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・ 私は、自分の感謝の気持ちをみんなに伝えたいと思いました。今までの感謝の気持ちを行動に

うつすことで感動を伝えられるといいなと思いました。 

 

・ 中学生になっても、みんなとの「絆」を忘れずに、互いに支え合ったり助け合ったりして、笑

顔でみんなで卒業したいと思いました。コロナで行事が減ったから、みんなで思い出作りをしたい

です。 

 

・ 今まで支えてくれた方々に「ありがとう」の感謝の言葉を伝えたいと思いました。一人でも多

く、お世話になった方々に感謝の気持ちを伝えたいです。 

 

 

Yell ～絆を深めてKeep Smile～ 

 6年生は、総合的な学習の時間に卒業に向けてのプロジェクトを始めました。名付けて「み

んなの絆プロジェクト」。おうちの方、お世話になった先生方、地域の方々、下級生など伝えた

い相手を確認し、それぞれのリーダーを決めました。 

みなさんは、いよいよ卒業を迎えま

す。卒業するにあたって、様々な人へ 

感謝の気持ちを伝えましょう。 

大切なのは、自分から進んで行動

することです。みなさんが、何を考

えどのように行動にうつすのか、先

生たちも応援していきます。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

朝から黒板いっぱいにたくさんの意見がまとめられています。社会科では、日本の工業生産に

ついて、これからの在り方について学習を進めました。今年は、特に子ども達の思いを高まった

ことでしょう。活発な意見交流が行われました。 

高学年では、自分で学習

習慣を付けられるように

応援しています。 

このように、辞書を手元

に置くことで、自分で分か

らないことをどんどん調

べて学習を進めています。 

特集でお伝えしているそうじ時間。高学年の子ども達は、指示されて行動にうつすのではな

く、自分で考えてそうじを頑張る子ども達がとても多いです。それは、目的意識がしっかりして

いるから。そうじを通して、心を磨く様子が手に取るように伝わってきます。 

たくさん自分の

考えをまとめるこ

とができました。 

ピカピカになれば、

みんなに喜んで使って

もらえるよ。 


